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令和６年度活動報告           

 

【報告】 

６年度は、主に発達障害児へのエビデンスのある支援をテーマに９回のセミナーを開催

（参加延べ１４２名）。親と支援者が半々。ZOOM、アーカイブに地方からの参加もあり。 

講座、勉強会は、個別での対応希望や、都合により個別になる方が増えました。共働き、

シングルも増え、対面、ZOOM の他、動画作成も検討、実施し始めました。 

平成３０年から取り組んでいる親の会等一覧作成を「発達障害関係」「不登校関係」に分

け、「発達障害関係」を充実させ、子ども総合相談センター等に設置しました。 

ユニバーサルな子育てサークルとして、Happy サークル、ZOOM 茶話会等、子育て、不

登校、発達など、親同士が気軽に話せる場を作りました。まだ参加者が少ないが継続。 

 今年度も「未委託等里親支援事業のペアレントトレーニング」を担当させていただけたこ

とで財政を安定させることができました。 

 

＜学習事業＞ 

セミナー                        延べ参加人数 142 名 

６月２２日（土）「療育メソッド RPM との出会い」鍛治氏（１４名+アーカイブ３名） 

７月２７日（土）「知ってたのしい音楽療法」戸田氏（６名） 

８月２４日（土）「家庭でできる構造化」大段氏（12 名） 

９月 ７日（土）「子どもの発達と家庭の役割」田中氏（会場 11 名、ＺＯＯＭ９名） 

10 月 5 日（土）「魔法のビジョントレーニング」外山氏（会場 11 名、アーカイブ３名） 

11 月 2 日（土）「発達障害のペアレントトレーニング」佐藤（会場 3 名、アーカイブ６名） 

12 月 ７日（土）「誰でもできる ABA」 山村氏（会場７名、アーカイブ１４名） 

１月２５日（土）「認めて褒めて大事にする関わり」白井氏（会場 6 名、アーカイブ１０名） 

２月 ８日（土）「不器用ちゃんへの発達支援」  高木氏（会場１７名、ZOOM１０名） 

 

子育てと私                         参加人数 ２名 

５月１８日（土）「子育てと私 小林紀子」（2 名） 

 

総合ペアトレ Growing up５回コース  （講師：佐藤、荒井）   参加者 3 名 

４月コース個別（4/15, 5/17、5/20、5/27）１名 

７月コース夜間（7/12、7/19、7/26、8/9、8/16）２名（うち１名補習 10/18、10/25） 

 

発達障害の理解と子育て３回  （講師：佐藤）         参加者 2 名 

３月コース（3/2、3/9、3/16）２名（うち１名補習 4/13） 



 

Study 単発講座    （講師：佐藤）           参加者１６名 

4/6、4/20、5/25、7/10、8/7、8/29、9/11  7 名 

7 月 24 日コラボ講座 ９名 

 

ペアレント講座４回   （講師：佐藤）            参加者 9 名 

６月～１１月 個別含め１３回〈５名〉 

6/8、6/28、6/29、7/13、7/26、7/27、8/3、8/30、8/31、9/27、10/25、11/22、11/30 

 

2 月コース （4 名） 

2/5、（2/12）、2/19 

 

外部依頼講座   （担当講師：佐藤、荒井） 

5 月～2 月未委託等里親トレーニング事業ペアトレ 20 回 

11 月 2 日（土）子育て総合カレッジ子育て講座「発達障害基礎知識」 

11 月 6 日（水）中央公民館「子育て講座」 

１月１５日（水）当麻町発達支援研修会「発達障害のペアトレ」 

 

＜支援事業＞ 

Happy サークル                      参加者延べ 53 名 

5/28、6/18、7/16、8/20、9/17、10/15、11/19、12/17、1/21、2/18  10 回開催 

 

ZOOM 茶話会                       参加者延べ 19 名 

6/11、7/9、9/10、10/8、11/12、12/10、1/14  7 回開催 

 

個別相談 （対面、ZOOM）                     4 名 

5/14、7/26、9/13、9/13 

 

【課題】 

働く母親が増え、平日の参加者が激減。複数人募集も１名又は０人ということも多かった。 

無料の ZOOM やアーカイブ講座や YouTube でも、気軽に学べる時代になり、総合的な 

ペアトレ「Growing up コース」は関心薄く、気になるセミナー、講座も、視聴や学ぶ時間

がないという方が増えている。サークル等も必要な時だけ来られる。最近は親の割合が激減

し、親子関係が悪化してから来る方が増えている。今後、当法人の知識、ネットワークをど

のように活かすか、予防的な学びをどう提供していくか、模索していかなければいけない。 


